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国際ロータリー第２７８０地区 

横須賀北ロータリークラブ週報 

２０２４～２０２５年度 
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例会場  かながわ信用金庫追浜支店３階 横須賀市追浜本町 1－28 

                      TEL 046（866）1515 

事務所  鈴木ハイツ２F         横須賀市追浜町 3-22-202 

                      TEL・FAX 046（866）1801 

                  URL：http://www.yokosukakita-rc.jp/ 

                                    E -mail:info@yokosukakita-rc.jp 

 

会  長 佐々木佑倫  副  会  長  福嶋 義信 

 

幹    事 髙田 源太  会報委員 長  竹永  薫 

 

第２９１６回 ２０２４年 ８月 ２０日『火曜日』横須賀北ＲＣ 

点 鐘 

合 唱  「我らの生業」 

司 会  佐々木 佑倫 会長 

ゲスト    海上自衛隊自衛艦隊司令官 

   海将 大町 克士 様 

ビジター   

  川崎ﾏﾘｰﾝﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ    鈴木慎二郎 様 

  川崎麻生ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ    鈴木 憲治 様 

第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 前田 長生 様 

  補佐付幹事        瀬戸 映男 様 

横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ  会長 高橋 隆一 様 幹事 兼城  毅 様 

            青少年交換学生ｶｳﾝｾﾗｰ    八巻 敏博 様 

三浦ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ  会長  長島満理子 様 幹事 笠小 友和 様 

横須賀西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ  会長 桐ケ谷主税 様 幹事 阿部 敏博 様 

横須賀南西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 会長 宮本 清志 様 幹事 金子 信博 様 

誕生日祝い   

入会記念日のお祝い 

http://www.yokosukakita-rc.jp/
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「出席報告」 

（本日）8月 20日 

総数 出席対象数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 計 修正出席率 

20名 20 名 13名 65.00％ 3名 16 名 80.00％ 

（前々回）7月 16日 

総数 出席対象数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 計 修正出席率 

20名 20 名 12名 60.00％ 3名 15 名 75.00％ 

「メーキャップされた方々」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ニコニコＢＯＸ」 

川崎ﾏﾘｰﾝﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 鈴木 慎二郎様 

横須賀北ｸﾗﾌﾞの皆様いつもお世話になっております。本日は 

貴重なお話を伺える事を楽しみにして参りました。宜しくお願

い申し上げます 

川崎麻生ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 鈴木 憲治様 

石井様からのご案内でﾒｲｸお伺いしました。卓話 楽しみにして

おります 

第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 前田 長生様 

   今日は会長・幹事会に出席させて頂きます。宜しくお願い致します。 

横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 会長 高橋 隆一様・幹事 兼城 毅様 

横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会長高橋 幹事兼城とで出席させて頂きます。

本日は宜しくお願い致します 

鈴木憲治様     前田長生 AG     高橋隆一会長     八巻敏博ｶｳﾝｾﾗｰ 

  鈴木慎二郎様   瀬戸映男補佐付幹事   兼城毅幹事 

 

長嶋満理子会長         桐ケ谷主税会長       宮本清志会長 

   笠小友和幹事         阿部敏博幹事        金子信博幹事 
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横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 八巻 敏博様 

  今日はよろしくお願いします 

三浦ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 会長 長島 満理子様・幹事 笠小 友和様 

  本日宜しくお願い致します 

横須賀西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 会長 桐ケ谷 主税様 

会長・幹事会、今日はよろしくお願いします。大町さんのｽﾋﾟｰﾁ

楽しみです。例会宜しくお願い致します 

横須賀西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 幹事 阿部 敏博様 

佐々木会長をはじめとする北ｸﾗﾌﾞの皆様、本日はお世話になり

ます。大町海将本日のｽﾋﾟｰﾁ楽しみです。宜しくお願い致します 

横須賀南西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 会長 宮本 清志様・幹事 金子 信博様 

  本日はお世話になります。宜しくお願い致します。 

三役  海上自衛隊自衛艦隊司令官 海将 大町克士様 自衛艦隊司令

部 副官 阿部 泰典様、本日のｽﾋﾟｰﾁ宜しくお願い致します。

川崎ﾏﾘｰﾝﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ鈴木慎二郎様、川崎麻生ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ鈴木憲治

様ようこそお越しくださいました。どうぞおくつろぎ下さい。 

第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐前田長生様はじめとします 第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ

各ｸﾗﾌﾞの会長・幹事の皆様 補佐付き幹事瀬戸様 青少年交換

学生ｶｳﾝｾﾗｰ八巻様多くの皆様のもとで例会を開催できることを

心から感謝、御礼申し上げます。 

竹永 薫会員 本日は海上自衛隊自衛艦隊司令官 海将 大町克士様 お忙し

い中お越し頂き有難うございます。そして第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ前田 AGを

はじめ各ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会長・幹事の皆様ようこそ 

細井祐治会員 海上自衛隊自衛艦隊司令官 海将大町克士様、卓話楽しみにし

ております 

鶴山 亮会員 ﾋﾞｼﾞﾀｰの皆様ようこそお越しくださいました。 

海上自衛隊自衛艦隊司令官 海将 大町克士様 ｽﾋﾟｰﾁ宜しく 

お願い致します。 

小出純子会員 本日も宜しくお願い致します 

前川永久会員 海上自衛隊自衛艦隊司令官 海将 大町克士様 ｽﾋﾟｰﾁ宜しく 

お願い致します。第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ前田ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐をはじめ 各ﾛｰﾀﾘｰ

ｸﾗﾌﾞ会長・幹事の皆様ようこそ 

 

ニコニコＢＯＸの合計は 20,000円（累計 78,000 円） 

ご協力有難うございました。次週も宜しくお願い致します 
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「会長あいさつ」 

・今朝は少し暑さが和らいでおりました。身体の方は段々暑さになれてしまうよ

うです。体調にお気を付けください 

・本日は自衛艦隊司令官 海将 大町克士様をお迎えしてお話を頂きます。 

宜しくお願い致します 

「幹事報告」 

◎ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所より地区大会のご案内が届いております 

 日時：10月 19 日（土）四種委員会・顕彰午餐会・会長・幹事会  

指導者育成ｾﾐﾅｰ・RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会 

場所：ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ海老名 

 日時：10月 20 日（日）新世代交流会・ｴｸｽｶｰｼｮﾝ・本会議 

場所：大和商工会議所 2F・大和市文化創造拠点ｼﾘｳｽ 

 ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ：大和田園ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

「委員会報告」  

 

「スピーチ」 

【海上自衛隊自衛艦隊司令官 海将 大町 克士 様】 

【哨戒ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの任務】 

哨戒ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰは、敵の航空機や艦艇など、護衛艦が探知できな

い距離を上空から探索したり、潜水艦を探知したりすることが

主な任務です。哨戒ﾍﾘは機上ｿﾅｰ、潜望鏡を探知するﾚｰﾀﾞｰ、そ

してわずかな磁気も捉えられる磁気探知機を使って、海中の潜

水艦を発見・追跡します。また、海上自衛隊でいう「哨戒機」は、海の上でこの

役目を果たす航空機を指し、固定翼航空機と回転翼航空機（ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ）の 2種が

用意されています 

 

 

 

 

 

 

 

【継承とそして挑戦 海上自衛隊 70周年】 

海上自衛隊は、令和 4 年（2022 年）4 月 26 日に創設 70 周年を迎えました。そ

の前身たる海上警備隊創設の歴史は、先の大戦終結まで遡ります。 
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 昭和 20年（1945 年）11月 30日、海軍省は廃止され、終戦業務は第二復員省

の担当となりました。主に復員業務や機雷掃海による航路啓開業務を行うこと

となりました。大戦時日本周辺に敷設された数万個の機雷を除去する必要から、

旧海軍軍人達による機雷掃海による航路啓開業務は、第二復員省が廃止された

後も、紆余曲折を経て 1948年運輸省外局として設置された海上保安庁に引き継

がれます。 

 その後、昭和 25 年（1950年）に朝鮮戦争が勃発すると、日本は GHQ（連合国

最高司令官総司令部）の要請により海上保安庁で掃海業務に従事していた旧海

軍軍人らを中心とした特別掃海隊を朝鮮半島近海に派遣し、元山沖では蝕雷事

故により１名の殉職者を出しながらも、見事任務を達成し米国からの高い評価

を得ました。 

 昭和 26年（1951 年）9月⑧日、ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ講和条約が調印され、同時に日米安

全保障条約も締結されました。これにより、日本は独立国として海上警備力の強

化を具体化できる状態になりました。こうした中、同年 10月 19日、GHQを訪れ

た吉田首相は、連合国最高司令官ﾏｼｭｰ･ﾘｯｼﾞｳｪｲ大将と会談した際、PF（哨戒艦）

貸与の申し入れを受け、その場で承諾します。この受け入れ要領及び運用体制に

関して政府諮問に対応するため、戦後も海軍再建を研究していた旧海軍軍人や

海上保安官による内閣直属の委員会（Y 委員会）が設置されます。この委員会は、

米海軍供与の PF を中心とした兵器・需品・艦艇などを受領し、保管整備すると

ともに、これらの機能を発揮するための要員を募集し、給与を支払い、かつ錬成

するための制度の実現を促すことを目的としていました。また、同時に新たな海

上防衛組織の設立の是非も討議され、結果、海上保安庁から独立した新たな組織

を設立することが決定されました。 

 昭和 27年（1952 年）4月 1日、海上保安庁法の一部が改正され、4月 26日付

で「海上警備隊」（海上警備官 5947人、事務官など 91人）が発足しました。航

路啓開業務等に従事していた艦船は日本海軍が保有していた駆潜特務艇や哨戒

特務艇を掃海艇に改造した艦船や支援船で構成されていました。同年 8月 1日、

保安庁法が施行され、「海上保安庁」から「保安庁」へ移籍となった「海上警備

隊」は、航路啓開業務に従事していた艦船を「海上保安庁」から引き継ぎ、名称

も海上が消えて「警備隊」と改められました。 

 昭和 29年（1954 年）7月 1日、防衛庁設置法及び自衛隊法が施行されました。

これにより、これまでの「警備隊」は、海上自衛隊と名称が改められ現代に至り

ます。 

 

 

 


